
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
が
、
弱

毒
化
し
て
い
る
た
め
、
自
然
感
染
に
比
べ
る
と

獲
得
抗
体
価
が
低
く
、
疾
患
の
流
行
が
少
な
く

な
る
と
自
然
の
追
加
免
疫
が
得
ら
れ
な
く
な
る

の
で
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
水
痘
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
で
は
、
2
回
接
種
が
必
要
で
す
。

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
は
?

　

病
原
体
を
ホ
ル
マ
リ
ン
等
で
不
活
化
し
た

り
、
病
原
体
が
産
生
す
る
毒
素
を
不
活
化
し
て

使
用
し
た
ワ
ク
チ
ン
が
「
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
」
で

す
。
日
本
脳
炎
、
百
日
せ
き
、
ポ
リ
オ
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
ヒ
ブ
、
肺
炎
球
菌
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が

該
当
し
、
す
べ
て
注
射
で
接
種
し
ま
す
。　

　

一
方
、
毒
素
を
不
活
化
し
て
産
生
さ
れ
た
ワ
ク

チ
ン
は
「
ト
キ
ソ
イ
ド
」
と
い
い
、
ジ
フ
テ
リ
ア

と
破
傷
風
が
該
当
し
注
射
で
接
種
し
ま
す
。
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
最
初
に
連
続
的
に
2
〜

3
回
接
種
し
、
基
礎
免
疫
を
つ
け
ま
す
。
液
性

免
疫
が
獲
得
さ
れ
ま
す
が
、
効
果
の
持
続
は
生

ワ
ク
チ
ン
よ
り
短
く
、
数
年
毎
の
追
加
接
種
が

必
要
で
す
。
も
と
の
病
原
体
に
よ
る
症
状
の
出

現
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
2
日
以
内
に
発
熱
等
の

副
反
応
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
違

い
っ
て
何
で
す
か
?

予
防
接
種
の
種
類
に
つ
い
て

　

定
期
接
種
で
行
わ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
ヒ
ブ
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
、
4
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
せ
き
、
破
傷
風
、
ポ
リ
オ
）、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
Ｍ

Ｒ
（
麻
し
ん
、
風
し
ん
）、
水
痘
、
日
本
脳
炎
、

B
型
肝
炎
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
）
と
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
成
人
用
肺

炎
球
菌
の
11
種
類
が
あ
り
ま
す
。
任
意
接
種（
希

望
者
が
個
人
で
受
け
る
）
ワ
ク
チ
ン
は
、
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

A
型
肝
炎
、
髄
膜
炎
菌
の
5
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
作
成
方
法
の
違
い
が

「
生
ワ
ク
チ
ン
」
と
「
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
」
の
違
い

に
な
り
ま
す
。

生
ワ
ク
チ
ン
と
は
?

　

病
原
体
を
限
り
な
く
弱
毒
化
し
た
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
を
用
い
た
ワ
ク
チ
ン
が
「
生
ワ
ク
チ
ン
」

で
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
水
痘
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
が
該
当
し
ま

す
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
管
針
法
で
皮
膚
に
、
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
は
経
口
で
、
他
は
注
射
で
接
種
し
ま
す
。

も
と
の
病
原
体
で
起
こ
る
症
状
（
発
熱
や
発
疹
）

が
、
一
定
期
間
の
潜
伏

期
後
に
軽
く
出
現
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
、
自

然
感
染
に
近
い
免
疫
効

果
が
得
ら
れ
、
長
期
間

千
葉
県
医
師
会
理
事西に

し

む

た

牟
田 

敏と
し
ゆ
き之 

医
師

読者からの質問、疑問に
お答えするコーナーです。

生
ワ
ク
チ
ン
と

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
違
い
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